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品
照
寺
覚
円
の
学
問
の
足
跡

―
所
蔵
典
籍
の
識
語
を
通
し
て
―

木

本

拓

哉

は
じ
め
に

福
岡
県
朝
倉
市
三
奈
木
に
あ
る
品
照
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
文
化
財
（
古
文
書
、
典
籍
、
書
画
等
）
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ
た（
1
）。
こ

れ
を
踏
ま
え
寺
伝
に
関
し
て
、
二
冊
の
本
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る（
2
）。
ま
た
古
文

書
に
関
し
て
は
、
す
で
に
そ
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る（
3
）。
そ
れ
を
承
け

て
本
稿
で
は
典
籍
（
版
本
、
写
本
）
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

品
照
寺
に
は
多
く
の
書
物
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
版
本
は
一
五
〇
部
六
三
三

冊
、
写
本
は
二
一
〇
部
二
六
八
冊
で
、
総
数
三
六
〇
部
九
〇
一
冊
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
歴
史
的
価
値
の
あ
る
史
料
と
し
て
朝
倉
市
の
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る
。

典
籍
の
多
く
は
、
蔵
書
印
な
ど
か
ら
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け

て
、
歴
代
住
職
た
ち
に
よ
っ
て
蒐
集
、
書
写
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
そ
れ
ら

の
書
物
の
大
半
が
仏
教
経
典
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
儒
書
、
史
書
、
神
書
、
歌
書

な
ど
も
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。

品
照
寺
が
あ
る
三
奈
木
に
つ
い
て
よ
く
引
用
さ
れ
る
文
献
に
、元
禄
十
六
年（
一

七
〇
三
）
に
編
纂
さ
れ
た
貝
原
益
軒
の
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
が
あ
る
。
そ
の
中

で
江
戸
時
代
の
中
頃
の
三
奈
木
に
つ
い
て
は
「
下
座
郡

美
奈
宜
村

参
千
五
百

石
余

是
国
中
第
一
の
大
村
な
り
」（
巻
二
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
筑
前
国
の
村

の
中
で
一
番
大
き
か
っ
た
の
が
三
奈
木
村
で
あ
っ
た（
4
）。

そ
の
三
奈
木
は
筑
前
黒
田
藩
領
で
あ
る
。
三
奈
木
の
隣
に
位
置
す
る
秋
月
は
黒

田
藩
の
分
家
と
し
て
一
つ
の
藩
、
秋
月
藩
を
成
し
て
い
た
。
三
奈
木
は
福
岡
の
城

下
か
ら
み
て
秋
月
に
奥
に
位
置
す
る
が
、
黒
田
本
藩
の
支
配
地
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
そ
こ
を
治
め
て
い
た
の
が
加
藤
氏
で
あ
る
。
加
藤
氏
は
黒
田
如
水
に
従
い
博
多

に
入
り
、
黒
田
藩
の
家
老
職
に
ま
で
上
り
詰
め
た
家
で
あ
る
。
家
老
で
あ
り
な
が

ら
黒
田
姓
、
並
び
に
三
奈
木
の
領
地
を
賜
っ
た
の
で
三
奈
木
黒
田
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
。

三
奈
木
は
加
藤
氏
邸
宅
や
家
臣
団
の
武
家
屋
敷
な
ど
も
あ
り
、
藩
内
の
村
落
の

中
で
も
武
士
の
数
が
多
い
地
域
で
あ
っ
た
。
加
藤
氏
は
ほ
と
ん
ど
を
福
岡
で
過
ご

し
て
い
た
が
、
三
奈
木
に
も
屋
敷
を
構
え
、
時
々
滞
在
し
て
い
た
。
こ
の
屋
敷
の

表
通
り
は
現
在
「
札
ノ
辻
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
高
札
場
が
あ
っ
た
か
ら
そ
の
よ
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う
に
呼
ば
れ
て
い
た
。
品
照
寺
も
こ
の
札
ノ
辻
沿
い
に
あ
る
。
高
札
場
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
は
村
の
中
心
地
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
通
り
は
英
彦
山
詣

で
す
る
人
々
が
通
る
道
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
。
品
照
寺
の
あ
る
三
奈
木
の

中
心
部
は
、
村
の
人
々
以
外
に
も
多
く
の
人
が
往
来
す
る
賑
や
か
な
場
所
だ
っ
た

と
想
像
さ
れ
る
。

寺
伝
に
よ
れ
ば
品
照
寺
は
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
の
秋
に
火
災
に
遇
っ
て
お

り
、
本
堂
の
上
棟
が
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
典

籍
は
、
寛
政
七
年
以
降
に
歴
代
住
職
た
ち
が
蒐
集
し
た
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
そ

の
主
な
蒐
集
者
は
大
音
、
覚
円
、
覚
音
、
覚
了
の
四
人
で
あ
る
。

大
音
（
？
〜
明
治
四
年
（
一
八
七
一
））
は
品
照
寺
第
十
世
で
あ
る
。
覚
円
の

生
没
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
大
音
の
子
で
あ
る
。
大
音
の
後
を
継
い
だ
の
は
養
子

に
入
っ
た
覚
音
（
？
〜
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
））
で
あ
る
。
こ
の
覚
音
が
品

照
寺
第
十
一
世
に
な
る
。そ
し
て
十
二
世
が
覚
了（
？
〜
大
正
三
年（
一
九
一
四
））

で
あ
る
。

今
回
は
こ
の
四
人
の
中
で
も
覚
円
に
着
目
し
た
い
。
覚
円
は
第
十
世
大
音
の
子

で
あ
る
。
し
か
し
住
職
を
継
職
せ
ず
、
安
政
五
年
に
大
音
の
養
子
と
な
っ
た
覚
音

が
第
十
一
世
を
継
い
で
い
る
。
住
職
を
継
職
し
て
い
な
い
た
め
、
寺
伝
の
中
に
覚

円
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
書
き
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
覚
円
の
人
物
に
つ
い

て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
典
籍
以
外
と
し
て
は
覚
円
が
書
写
し
た

絵
画
の
粉
本
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
。
覚
円
が
絵
を
得
意
と
し
て
い
た
こ
と
が
伺

え
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
も
粉
本
類
が
多
く
、
覚
円
の
活
動
を
詳
細
に
伝
え
て
く
れ

て
は
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
覚
円
の
詳
細
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
典
籍
に
記
さ
れ
て
い
る
識

語
か
ら
僅
か
な
が
ら
そ
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
足
跡
を
辿
り
、
地

方
に
住
む
真
宗
僧
侶
の
学
問
の
様
子
を
復
元
す
る
作
業
を
試
み
る
の
が
本
論
の
狙

い
で
あ
る
。

そ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
が
識
語
で
あ
る
。
所
有
者
が
そ
の
書
物
を
入
手
し
た
経

緯
に
つ
い
て
記
し
た
文
章
の
こ
と
を
識
語
や
奥
書
と
呼
ん
で
い
る
。
版
本
が
主
流

と
な
る
江
戸
時
代
以
前
は
、
写
本
に
よ
り
書
物
が
流
通
し
た
の
で
、
そ
の
書
物
の

由
緒
を
示
す
識
語
は
重
要
で
あ
っ
た
。

真
宗
の
出
版
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
本
格
的
に
な
る
の
で
、
真
宗
寺
院
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
書
物
の
多
く
は
江
戸
時
代
に
流
通
し
た
版
本
や
、
書
写
さ
れ
た

写
本
と
な
る（
5
）。
版
本
に
は
ど
こ
で
入
手
し
た
の
か
、
値
段
は
い
く
ら
だ
っ
た
の

か
な
ど
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
写
本
に
は
誰
の
持
ち
物
だ
っ
た

の
か
、
ど
こ
で
書
写
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
講

義
録
の
場
合
は
、
講
師
の
名
前
や
講
義
が
あ
っ
た
場
所
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
識
語
に
は
多
く
の
情
報
が
含
ま
れ
て
お
り
、
僧
侶
の
学
問
活
動

や
行
動
範
囲
な
ど
を
知
る
手
掛
か
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
。
識
語

を
丹
念
に
整
理
、
調
査
す
る
こ
と
で
所
有
者
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る（
6
）。

一

覚
円
の
地
域
修
学

末
尾
の
表
は
覚
円
が
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
識
語
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
表
に
し
た
識
語
は
、「
覚
円
記
」、「
覚
円
誌
」な
ど
と
明
確
に
覚
円
が
書
写
、

も
し
く
は
入
手
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
や
、
他
書
の
識
語
な
ど
か
ら
覚
円
が

八
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書
写
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
も
の
だ
け
を
採
用
し
た
。
覚
円
の
蔵
書
印
が
押

さ
れ
て
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
書
物
が
覚
円
の
所
有
物
で
あ
る
こ
と

を
証
明
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
記
さ
れ
て
い
る
識
語
が
覚
円
の
も
の
か
判
断
が
つ

か
な
い
。
そ
の
た
め
、
覚
円
の
蔵
書
印
だ
け
の
も
の
は
採
ら
な
か
っ
た
も
の
も
あ

る
。覚

円
の
識
語
で
古
い
も
の
は
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
の
も
の
で
、
そ
れ
か
ら

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
ま
で
の
識
語
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
幕
末
期

の
二
十
年
間
の
覚
円
の
学
問
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
表
か
ら
分

か
る
通
り
、
覚
円
の
行
動
は
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
目
は
周
辺
寺

院
で
の
学
問
、
二
つ
目
は
糸
島
で
の
学
問
、
三
つ
目
は
学
林
で
の
学
問
で
あ
る
。

一
つ
目
の
周
辺
寺
院
に
関
す
る
も
の
は
、
品
照
寺
の
あ
る
三
奈
木
周
辺
の
寺
院

で
の
活
動
や
、
筑
前
国
の
触
頭
で
あ
る
万
行
寺
で
の
学
問
に
つ
い
て
記
し
た
識
語

で
あ
る
。
天
保
九
年
七
月
に
は
甘
木
の
教
法
寺（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）に
て『
御

絵
伝
記
』
の
講
釈
を
聞
き
、
そ
の
講
釈
を
書
き
残
し
て
い
る
。
そ
の
識
語
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

天
保
十
一
庚
子
秋
七
月
於
甘
木
晃
雲
山
教
法
寺
講
釈
覚
円
記

こ
の
写
本
『
御
絵
伝
記
』
に
は
絵
も
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
頃
に
は
絵
を

得
意
と
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
教
法
寺
は
真
宗
筑
前
学
派
の
祖
と
さ
れ
る
大

同
（
享
保
十
三
年
〜
没
年
未
詳
。
号
は
玄

。
僧
樸
の
門
人
。
教
法
寺
第
七
世
住

職
。）
を
輩
出
し
た
寺
院
で
も
あ
る（
7
）。
ま
た
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
四
月
三

日
に
は
杷
木
の
西
宗
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
に
て
『
現
世
利
益
和
讃
考
』
を

書
写
し
て
い
る
。

弘
化
五
年
戊
申
四
月
三
日
於
光
曜
山
写
也

弘
化
五
年
二
月
二
十
八
日
に
嘉
永
に
改
元
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
改
元
の
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
二
ヵ
寺
は
甘
木
と
杷
木
に
あ
る
寺
院
な
の
で
三
奈
木
周
辺
の
寺
院
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
覚
円
が
品
照
寺
周
辺
の
寺
院
に
赴
い
て
、

講
義
を
聞
い
た
り
書
物
を
書
き
写
し
た
り
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
閏
四
月
三
日
に
は
万
行
寺
に
て
玄
雄
（
文
化
五

年
〜
明
治
十
四
年
。
号
は
蔡
華
。
曇
龍
の
門
人
。
勧
学
。）
に
よ
る
『
高
層
和
讃

曇
鸞
章
記
』
の
講
義
が
開
廷
し
、
そ
の
講
義
録
を
残
し
て
い
る（
8
）。

講
師
玄
雄
和
尚

于
時
嘉
永
二
己
酉
閏
四
月
三
日
開

也

苾
蒭
覚
円
記

玄
雄
は
宗
像
正
蓮
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
に
住
持
し
、
大
阪
専
念
寺
（
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
）
に
転
住
し
た
人
物
で
あ
る
。
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
五

月
に
司
教
と
な
り
、
更
に
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
九
月
十
五
日
に
勧
学
と
な
っ

て
い
る
。
玄
雄
は
学
林
に
い
た
当
時
、
曇
龍
に
師
事
し
た
。
曇
龍
（
明
和
六
年
〜

天
保
十
二
年
。
字
は
子
雲
、
号
が
龍
華
。）
は
安
芸
出
身
で
、
大
瀛
の
も
と
で
宗

学
を
学
び
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
司
教
、
同
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
勧

学
と
な
っ
て
い
る
。
曇
龍
は
本
山
の
命
を
受
け
て
文
政
元
年
（
一
八
〇
四
）
ご
ろ

に
万
行
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
の
住
職
と
な
り
、
そ
こ
で
龍
華
教
校
を
開
い

た（
9
）。
も
と
も
と
曇
龍
を
中
心
に
一
つ
の
学
派
（
龍
華
学
派
）
が
形
成
さ
れ
て
い

て
、
曇
龍
の
博
多
入
り
に
従
い
、
そ
の
拠
点
と
し
て
龍
華
教
校
が
開
か
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
曇
龍
が
龍
華
教
校
を
開
い
た
万
行
寺
で
、
曇
龍
門
下
の
玄
雄
の
講
義
を

受
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
覚
円
が
龍
華
学
派
の
学
問
に
触
れ
て
い
た
こ
と
と
な

る
。こ

れ
ら
に
よ
り
覚
円
の
地
域
修
学
に
は
二
つ
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

八
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る
。
一
つ
は
品
照
寺
の
あ
る
三
奈
木
周
辺
の
繋
が
り
で
、
も
う
一
つ
は
龍
華
教
校

が
あ
っ
た
万
行
寺
と
の
繋
が
り
で
あ
る
。
三
奈
木
周
辺
の
修
学
か
ら
は
、
地
域
の

僧
侶
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
、
日
々
研
鑽
す
る
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
れ

は
地
域
的
な
広
が
り
で
あ
る
か
ら
、
横
軸
の
繋
が
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
も
う
一
方
の
万
行
寺
と
の
繋
が
り
で
あ
る
が
、
万
行
寺
と
品
照
寺
と
は
触
頭

触
次
の
関
係
で
も
あ
っ
た
た
め
、
縦
軸
方
向
の
繋
が
り
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
龍
華
教
校
で
の
学
び
は
、
京
都
の
学
林
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
高
度
な
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
の
学
び
は
覚
円
に
と
っ
て
刺
激
的
な
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
。
こ
れ
は
三
奈
木
周
辺
で
の
地
域
の
仲
間
と
共
に
学
ぶ
修
学
と
は
違
っ
た
個

人
の
知
識
を
高
め
る
修
学
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域
修
学
に
は
二
つ
の
軸
の
繋

が
り
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

も
う
一
つ
着
目
し
た
い
の
が
天
保
九
年（
一
八
三
八
）の
酔
古
堂
で『
東
遊
賦
』

を
書
写
し
た
こ
と
で
あ
る
。

天
保
九
年
戌
八
月
三
夜
於
酔
古
堂
釈
覚
円
写
之

『
東
遊
賦
』
は
亀
井
昭
陽
（
安
永
二
年
〜
天
保
七
年
。
諱
は
昱
、
字
は
元
鳳
、

通
称
は
昱
太
郎
。
号
が
昭
陽
。
亀
井
南
冥
の
息
子
。
福
岡
藩
儒
。）
が
秋
月
藩
の

八
代
目
の
藩
主
で
あ
る
黒
田
長
舒
（
明
和
二
年
〜
文
化
四
年
。
日
向
高
鍋
藩
主
秋

月
種
茂
の
次
男
で
、
天
明
五
年
に
秋
月
藩
主
の
跡
を
継
ぐ
。）
に
付
き
従
い
、
江

戸
へ
赴
い
た
際
に
ま
と
め
た
文
章
で
、
そ
れ
を
知
人
に
配
布
し
た
も
の
で
あ
る
。

秋
月
と
亀
井
家
の
関
係
は
こ
の
長
舒
の
時
に
始
ま
る
。
秋
月
に
は
稽
古
館
と
い
う

藩
校
が
あ
っ
た
。
長
舒
は
そ
こ
に
福
岡
藩
の
藩
儒
亀
井
南
冥
（
寛
保
三
年
〜
文
化

十
一
年
、
諱
は
魯
、
字
は
道
載
。
号
が
南
冥
。
福
岡
藩
学
問
所
で
あ
る
甘
棠
館
の

祭
酒
。）
を
招
聘
し
た
り
、
南
冥
に
学
ん
だ
秋
月
の
儒
者
原
古
処
（
明
和
四
年
〜

文
政
十
年
、
通
称
は
震
平
、
諱
は
叔
燁
、
号
が
古
処
。）を
稽
古
館
訓
導
に
任
じ
、

学
問
を
奨
励
し
た
。
亀
井
昭
陽
は
南
冥
の
息
子
で
あ
る（
10
）。
昭
陽
が
知
人
に
配
布

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
所
持
し
て
い
る
人
間
も
限
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
酔
古
堂
も
亀
井
家
に
縁
の
あ
る
人
物
に
関
す
る
場
所
だ
と
考
え
ら

れ
る（
11
）。
酔
古
堂
は
品
照
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
墨
画
「
荷
を
担
ぐ
人
」
に
も
見

え
、
そ
こ
に
は
「
庚
子
十
月
十
日
遊
酔
古
堂
写
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

二

蓮
照
寺
と
の
関
係

覚
円
の
識
語
み
る
と
糸
島
を
頻
繁
に
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
糸
島
と
は

福
岡
市
の
西
隣
に
位
置
す
る
糸
島
市
の
こ
と
で
あ
る
。
識
語
に
は
糸
島
の
中
で
も

「
稲
富
」「
稲
溪
」
と
い
う
文
字
が
見
え
る
。
こ
れ
は
糸
島
稲
留
に
あ
る
蓮
照
寺

を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
蓮
照
寺
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
院
で
、『
筑
前
國
續

風
土
記
拾
遺
』
に
よ
れ
ば
、
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
に
木
仏
寺
号
が
許
さ
れ
た

と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
江
戸
時
代
に
は
売
薬
業
を
し
て
い
た
と
あ
る
。
品
照
寺
の

寺
伝
に
よ
る
と
覚
円
は
、
こ
の
蓮
照
寺
か
ら
妻
を
迎
え
て
い
る
の
で
、
姻
戚
関
係

に
あ
る
寺
院
と
い
う
こ
と
に
な
る（
12
）。

品
照
寺
と
蓮
照
寺
と
の
関
係
は
覚
円
以
前
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
も
識

語
に
な
る
が
、
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
六
月
に
善
譲
が
蓮
照
寺
を
訪
れ
て
い
る

の
が
確
認
で
き
る
。
写
本
『
法
華
念
仏
同
時
之
教
弁
』
の
識
語
が
そ
れ
で
あ
る
。

文
化
元
甲
子
六
月
廿
九
日
終
於
光
曜
山
蓮
照
寺
書
之
下
座
郡
品
照
寺
善
譲
什

物
善
譲
も
覚
円
同
様
、
住
職
を
継
職
し
て
い
な
い
の
で
詳
細
が
不
明
な
人
物
で
あ
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る
。
善
譲
は
そ
の
後
も
糸
島
を
訪
れ
て
い
た
よ
う
で
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）

に
は
同
じ
糸
島
の
法
正
寺
を
訪
れ
て
『
覚
如
上
人
敬
白
文
』
を
書
き
写
し
て
い

る（
13
）。
こ
れ
ら
に
よ
り
文
化
年
間
に
善
譲
は
糸
島
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。覚

円
は
残
さ
れ
た
識
語
に
よ
る
と
四
回
ほ
ど
糸
島
を
訪
れ
て
い
る
。
一
度
目
は

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
の
十
一
月
で
あ
る
。
識
語
か
ら
察
す
る
に
、
こ
の
時

は
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
糸
島
に
滞
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
拠

点
と
な
っ
た
の
が
蓮
照
寺
で
あ
る
。
識
語
に
は
「
稲
富
寮
」「
稲
溪
寮
」
と
い
う

言
葉
も
見
え
る
の
で
、
蓮
照
寺
に
は
寮
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

写
本
『
十
二
光
勧
考
』
に
天
保
十
二
年
十
一
月
の
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。

天
保
十
二
辛
丑
霜
月
於
青
龍
山
金
照
寺
写
之
彼
寺
住
甚
秘
故
予
亦
秘
之
也

こ
れ
に
よ
り
、
蓮
照
寺
と
同
じ
糸
島
地
区
に
あ
る
金
照
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
）
に
て
『
十
二
光
勧
考
』
を
書
写
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
同
じ
天
保
十
二

年
の
識
語
は
他
に
も
あ
る
。
版
本
『
阿
毘
達
磨
俱
舎
論
』（
全
十
冊
）
の
三
冊
目

に
次
の
よ
う
な
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。

天
保
十
二
年
辛
丑
極
月
十
日
於
稲
留
求
之
下
座
郡
蜷
城
法
喜
山
品
照
寺
覺
圓

杜
多

代
一
歩
二
百
文

ま
た
十
冊
目
に
は
次
の
よ
う
な
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
墨
で

消
さ
れ
て
い
る
。

志
摩
郡
御
床
邑
緑
森
山
松
雲
寺
蔵
書

版
本
『
七
十
五
法
名
目
』
に
は
次
の
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。

天
保
十
二
年
辛
丑
極
月
十
八
日
従
御
床
松
雲
寺
於
稲
渓
求
之
覚
円
杜
多

代

百
九
拾
文

こ
れ
ら
の
識
語
よ
り
、
覚
円
は
蓮
照
寺
に
お
い
て『
阿
毘
達
磨
俱
舎
論
』を「
一

歩
二
百
文
」
で
、『
七
十
五
法
名
目
』
を
「
百
九
十
文
」
で
買
い
求
め
た
こ
と
が

わ
か
る
。そ
し
て
そ
の
購
入
し
た
書
物
は
稲
留
近
く
の
御
床
村
に
あ
る
松
雲
寺（
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
）
の
所
蔵
書
で
あ
っ
た
。
特
に
『
七
十
五
法
名
目
』
の
識
語
に

は
「
御
床
松
雲
寺
従
り
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
松
雲
寺
か
ら
直
接
購
入
し
た

と
推
察
さ
れ
る
。
寺
院
間
で
書
物
の
貸
し
借
り
だ
け
で
は
な
く
、
売
買
も
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
蓮
照
寺
に
滞
在
中
に
十
冊
揃
い
の
仏
教
典
籍
を
購

入
し
て
い
る
こ
と
は
、
蓮
照
寺
の
滞
在
の
目
的
が
学
問
の
た
め
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

そ
の
後
は
天
保
十
三
年
四
月
、
七
月
に
蓮
照
寺
に
い
た
こ
と
が
分
か
る
識
語
が

あ
る
。
そ
れ
は
写
本
『
本
典
筆
記
』
の
識
語
で
あ
る
。

天
保
十
三
年
壬
寅
四
月
十
三
日
写
於
稲
富
寮
写
之
終
法
喜
山
釈
氏
覚
円
蔵
書

そ
し
て
少
し
間
を
置
い
た
弘
化
四
年
三
月
に
蓮
照
寺
に
い
た
こ
と
が
分
か
る
識

語
が
あ
る
。
そ
れ
は
写
本
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
要
録
』
の
識
語
で
あ
る
。

弘
化
四
丁
未
三
月
廿
有
五
日
於
稲
留
寮
写
之
也

こ
の
よ
う
に
覚
円
は
蓮
照
寺
を
た
び
た
び
訪
れ
て
い
た
。
品
照
寺
の
あ
る
朝
倉

三
奈
木
を
起
点
に
考
え
る
と
、
蓮
照
寺
の
あ
る
糸
島
は
博
多
か
ら
更
に
西
へ
行
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
筑
前
で
一
番
栄
え
て
い
た
博
多
に
あ
る
寺
院
で
は
な
く
、
糸
島

の
寺
院
に
赴
い
た
の
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
妻
の
実
家
と

い
う
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
は
考
え
に

く
い
。
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
蓮
照
寺
が
売
薬
業
を
営
ん

で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
薬
の
製
造
と
販
売
を
し
て
い
た
蓮
照
寺
は
、
薬
剤
の
納
入

す
る
人
々
や
薬
を
買
い
求
め
る
人
々
で
賑
わ
っ
て
お
り
、
人
が
集
ま
る
場
所
で
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あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
人
が
集
ま
る
場
所
と
い
う
こ
と
は
、
物
も
集
ま
る
場
所

で
も
あ
り
、
そ
の
中
に
書
物
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
書
物
を
探
し
訪

ね
る
こ
と
は
知
識
を
欲
す
る
人
々
の
当
然
の
営
み
で
あ
る
た
め
、
覚
円
も
書
物
を

求
め
る
た
め
に
蓮
照
寺
を
訪
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
天
保
十
二
年
と
い
う
こ
と
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
万
行
寺
に
龍
華
教
校

を
開
き
指
導
を
し
て
い
た
曇
龍
が
こ
の
年
の
八
月
十
一
日
に
学
林
で
入
寂
し
て
い

る
。
つ
ま
り
博
多
の
学
問
を
志
す
僧
侶
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
た

曇
龍
を
失
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
曇
龍
が
博
多
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
講
学
活
動
を

し
て
い
た
の
か
、
博
多
の
万
行
寺
が
そ
の
拠
点
だ
っ
た
の
か
、
な
ど
龍
華
教
校
に

つ
い
て
ま
だ
不
明
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
万
行
寺
で
は
な
く
蓮
照
寺
に
向
か
っ
た

理
由
の
一
つ
に
、
曇
龍
の
入
寂
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

三

密
雲
と
覚
円

覚
円
の
識
語
に
た
び
た
び
出
て
く
る
僧
侶
が
い
る
。
そ
れ
は
密
雲
と
い
う
僧
侶

で
あ
る
。
こ
の
者
に
関
し
て
は
井
上
哲
雄
氏
の
『
真
宗
本
派
学
僧
逸
伝
』
に
も
出

て
き
て
い
な
い
の
で
、
詳
細
が
不
明
な
人
物
で
あ
る
。

品
照
寺
所
蔵
の
版
本
の
中
に
『
十
句
義
論
聞
記
』
が
あ
り
、
巻
首
の
執
筆
者
、

巻
尾
、
末
尾
の
刊
記
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
巻
首
）
説
者

宝
雲
大
和
上

稲
溪

密
雲
筆
受

（
巻
尾
）
天
保
十
五
甲
辰
十
月
二
十
有
八
日
終
之
於
勧
学
寮
燈
下
云
爾

（
刊
記
）
筑
前
志
摩
郡
稲
留

蓮
照
寺
蔵
板

京
都
書
林

取
次

六
条
東
中
筋
魚
店
上
ル

菱
屋
卯
助

巻
首
の
一
文
は
宝
雲
（
寛
政
三
年
〜
弘
化
四
年
、
嘉
麻
郡
臼
井
長
源
寺
住
職
）

の
論
説
を
密
雲
が
書
き
起
こ
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
巻
尾
の
一
文
は
天
保
十
五
年

十
月
二
十
八
日
に
学
林
の
勧
学
寮
で
書
き
終
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
宝
雲
は
朝

倉
郡
秋
月
の
西
念
寺
に
生
ま
れ
、
長
源
寺
の
養
子
と
な
っ
た
人
物
で
、
諸
国
を
遊

学
し
、
安
芸
の
勧
学
大
乗
（
慧
雲
の
弟
子
、
安
芸
阿
坂
村
安
養
寺
住
職
）
に
学
ん

だ
。
学
林
で
も
講
義
を
し
、
勧
学
に
も
任
じ
ら
れ
た
。
宝
雲
は
曇
龍
に
も
学
ん
で

い
る（
14
）。
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
宝
雲
は
学
林
で
「
大
乗
掌
珍
論
」
を
講
義

し
て
い
る
。
こ
こ
で
挙
げ
た
識
語
は
、
天
保
十
五
年
に
勧
学
寮
で
宝
雲
よ
り
「
十

句
義
」
に
つ
い
て
の
講
録
を
ま
と
め
上
げ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
刊
記

の
「
蓮
照
寺
蔵
板
」
か
ら
、
こ
の
本
の
版
権
は
蓮
照
寺
が
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
分
か
る
。
こ
の
当
時
、
書
物
を
開
版
す
る
こ
と
は
江
戸
、
京
、
大
坂
の
三
都

が
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
『
十
句
義
論
講
義
』
も
取
次
は
京
都
の
菱

屋
卯
助
と
な
っ
て
い
る
。
地
方
寺
院
が
出
版
す
る
に
は
資
金
も
必
要
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
こ
の
刊
記
は
蓮
照
寺
の
豊
か
さ
を
示
す
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

密
雲
に
関
し
て
学
林
関
係
の
史
料
に
次
の
三
つ
の
記
事
が
あ
る（
15
）。

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）

安
居

知
事

天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）

安
居

参
事
『
異
論
宗
輪
述
記
』
密
雲
臈
満

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

安
居

監
事

こ
れ
に
よ
り
密
雲
が
学
林
の
知
事
、
参
事
、
監
事
の
職
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
天
保
十
五
年
に
は
安
居
で
講
義
も
行
っ
て
い
る
。
学
林
の
役
職
に
就
い

て
い
た
こ
と
、
講
義
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
密
雲
は
学
僧
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
先
に
挙
げ
た
『
十
句
義
論
聞
記
』
も
天
保
十
五
年
に
書

き
上
げ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
密
雲
が
京
都
に
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
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で
あ
る
。

覚
円
の
識
語
に
、
天
保
十
三
年
五
月
に
密
雲
の
講
義
を
受
け
た
と
記
し
た
も
の

が
あ
る
。
写
本
『
文
類
聚
抄
筆
記
』
の
識
語
が
そ
れ
で
あ
る
。

天
保
十
三
年
壬
寅
五
月
廿
三
日
満
講
密
雲
親
教
師
説
覚
円
蔵

こ
の
識
語
に
よ
る
と
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
五
月
二
十
三
日
に
密
雲
の

講
義
が
終
わ
っ
た
。
こ
の
年
、
密
雲
は
学
林
関
係
の
役
職
に
は
就
い
て
い
な
い
。

ま
た
五
月
前
後
の
識
語
を
考
え
て
み
る
と
、
四
月
と
七
月
に
糸
島
に
い
る
の
で
、

こ
の
講
義
は
蓮
照
寺
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
覚
円
は
密
雲
の
も
と
で

学
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
蓮
照
寺
は
物
流
が
集
ま
る
場
所
で
も
あ
っ
た
が
、
そ

こ
に
書
物
な
ど
の
「
知
」
が
集
ま
る
背
景
に
は
、
密
雲
の
存
在
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
書
物
な
ど
の
「
知
」
が
集
ま
る
場
所
だ
っ
た
ゆ
え
、
覚
円
も
蓮
照
寺
に
赴
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

四

学
林
で
の
学
び

覚
円
の
識
語
を
見
る
と
、
天
保
年
間
に
京
都
の
本
山
の
学
林
で
学
ん
で
い
た
こ

と
が
分
か
る（
16
）。

本
願
寺
が
学
林
を
作
っ
た
の
は
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
で
あ
る
。
こ
の
時

は
「
学
寮
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
宗
義
争
論
を
起
こ

し
、
幕
府
よ
り
破
壊
命
令
が
下
さ
れ
、
そ
の
後
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
学

寮
は「
学
林
」と
し
て
再
建
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
寛
政
九
年（
一
七
九
七
）

に
は
じ
め
る
三
業
惑
乱
に
よ
り
、
文
化
元
年（
一
八
〇
四
）か
ら
閉
校
さ
れ
た
が
、

文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
に
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

学
林
は
安
居
制
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
安
居
と
は
僧
侶
た
ち
が
あ
る
期
間
だ
け

集
ま
っ
て
修
行
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
雨
後
の
夏
に
行
う
こ
と
が
多
か
っ
た

の
で
夏
安
居
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
学
林
で
は
四
月
中
旬
よ

り
六
月
下
旬
ま
で
の
夏
安
居
を
中
心
に
講
義
が
開
か
れ
て
い
た
。
そ
の
講
義
は
、

十
日
前
後
の
間
だ
け
行
わ
れ
る
集
中
講
義
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に

も
、
秋
、
冬
、
春
の
安
居
が
適
宜
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
三
年
間
、
安
居
に
出

席
す
る
こ
と
で
住
職
へ
の
任
命
が
許
可
さ
れ
て
い
た
。

三
業
惑
乱
以
後
の
学
林
の
組
織
は
、
勧
学
を
頂
点
に
、
司
教
、
主
議
、
助
教
、

得
業
の
四
つ
の
学
階
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
定
員
も
決
め
ら
れ
、
勧
学
は
六
人
、
司
教
は
十
人
、
助
教
は
五
十
人
、
得

業
は
無
制
限
で
あ
る
。
そ
し
て
年
預
勧
学
の
制
度
も
始
め
ら
れ
た
。
勧
学
の
中
か

ら
一
人
を
、夏
か
ら
の
一
年
間
在
寮
さ
せ
、学
林
の
取
り
締
ま
り
を
当
た
ら
せ
た
。

覚
円
の
識
語
に
よ
る
と
、
天
保
十
四
年（
一
八
四
三
）の
六
月
か
ら
七
月
ま
で
、

弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
の
九
月
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
の
二
月
か
ら
三
月

の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
学
林
で
学
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
識
語
は
写
本
『
二
巻
鈔
私
記
』
に
記
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

天
保
十
四
癸
卯
夏
六
月
十
有
一
日
於
京
西
六
條
学
林
蓮
階
北
七
写
之

蜷
城

覚
円
蔵

六
月
十
一
日
に
学
林
の
蓮
階
北
七
で
『
二
巻
鈔
私
記
』
を
書
き
写
し
た
。
学
林

に
は
多
く
の
寮
が
あ
っ
た
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
十
一
月
に
越
前
藩
主
松
平

茂
昭
が
上
洛
し
た
際
に
宿
舎
と
し
て
貸
借
し
た
こ
と
が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
勧
学
寮
、
司
教
寮

兼
主
議
寮
、
南
寮
、
中
寮
、
助
教
寮
、
洞
院
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寮
、
蓮
寮
、
東
寮
、
閲
寮
、
参
事
寮
、
北
寮
の
名
前
が
見
ら
れ
る（
17
）。
天
保
十
四

年
の
識
語
は
「
蓮
階
」
と
あ
る
か
ら
、
蓮
寮
の
こ
と
だ
ろ
う
。
翌
月
の
識
語
に
も

蓮
階
の
文
字
が
見
え
る
。

天
保
十
四
年
癸
卯
七
月
朔
日
於
京
都
六
條
学
林
蓮
階
写
之

こ
れ
は
写
本
『
往
生
論
註
聞
記
』
の
識
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
六
月
か
ら

七
月
に
か
け
て
、
学
林
の
蓮
寮
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

天
保
十
五
年
も
し
ば
ら
く
学
林
に
滞
在
し
て
勉
学
に
励
ん
で
い
た
。

天
保
十
五
年
甲
辰
年
八
月
朔
日
開

苾
蒭
覚
円
記（
写
本『
往
生
論
註
筆
記
』）

天
保
十
五
年
辰
九
月
廿
日
夜
於
学
林
北
寮
写
之
覚
円
智
通
蔵（
写
本
『
入
出

二
門
偈
新
記
』）

天
保
十
五
辰
十
月
八
日
於
北
寮
写
之

沙
門
覚
円
蔵（
写
本
『
七
祖
通
論
』）

こ
の
三
つ
の
写
本
の
識
語
か
ら
、
天
保
十
五
年
の
八
月
か
ら
十
月
ま
で
学
林
の

北
寮
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
十
二
月
に
は
学
林
で
密
雲
の
講

義
を
受
け
て
い
る
。
写
本『
異
部
宗
論
述
紀
筆
記
』の
識
語
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

参
事
密
雲
親
教
師
之
説
沙
門
覚
円
誌
天
保
十
五
年
辰
十
二
月
三
日
開

先
に
密
雲
の
と
こ
ろ
で
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
学
林
関
係
の
史
料
よ
り
、
密

雲
が
天
保
十
五
年
に
『
異
論
宗
輪
述
記
』
の
講
義
を
し
て
い
た
。
覚
円
の
識
語
よ

り
、
覚
円
が
こ
の
講
義
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
学
林
で
学
ぶ
以
前
に
教

え
を
受
け
た
密
雲
と
学
林
で
再
会
で
き
た
こ
と
は
覚
円
に
お
い
て
心
強
い
こ
と

だ
っ
た
だ
ろ
う
。

弘
化
二
年
に
書
写
し
た
『
信
文
類
三
一
問
答
記
』
に
は
次
の
識
語
が
記
さ
れ
て

い
る
。弘

化
二
巳
二
月
三
十
日
於
六
条
惣
会
所
開

覚
円
誌

こ
れ
に
よ
り
学
林
の
惣
会
所
で
講
義
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

も
う
一
つ
興
味
深
い
の
が
行
信
一
念
な
ど
の
教
学
に
関
し
て
書
写
し
た
『
雑

録
』
の
識
語
で
あ
る
。

弘
化
二
年
巳
三
月
二
十
有
三
日
西
江
州
高
嶋
郡
大
満
城
下
於
田
中
山
勝
安
精

舎
写
是
終
也

月
華
園

覚
円
蔵

こ
れ
は
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
三
月
の
識
語
で
あ
る
。
三
月
二
十
三
日
に
近

江
国
高
嶋
郡
大
満
城
下
に
あ
る
勝
安
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
に
て
こ
れ
を
書

き
写
し
た
。
前
の
二
月
ま
で
学
林
で
講
義
を
受
け
て
い
た
の
で
、
こ
の
頃
も
学
林

に
い
た
と
思
わ
れ
る
。
学
林
を
拠
点
に
近
江
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
近
江
ま
で
出
か
け
て
い
る
こ
と
は
、
覚
円
に
と
っ
て
学
林
が
学
び
の
場
と
い

う
目
的
地
で
も
あ
り
、
修
学
活
動
の
拠
点
と
し
て
性
格
も
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
だ
ろ
う
。

小
結こ

れ
ま
で
覚
円
の
学
問
に
つ
い
て
、
覚
円
が
記
し
た
識
語
を
取
り
上
げ
、
そ
し

て
そ
の
識
語
を
三
つ
に
分
類
し
て
考
え
て
き
た
。
一
つ
目
は
地
域
講
学
で
あ
る
。

覚
円
は
品
照
寺
あ
る
三
奈
木
周
辺
の
寺
院
で
学
ん
で
い
た
。
そ
こ
に
は
地
理
的
な

横
軸
の
広
が
り
と
、
触
頭
触
次
と
い
う
縦
軸
の
広
が
り
が
あ
っ
た
。
二
つ
目
は
糸

島
地
区
で
の
学
び
で
あ
る
。
薬
の
製
造
販
売
を
し
て
い
た
蓮
照
寺
を
拠
点
と
し

て
、
周
辺
の
寺
院
と
の
交
流
を
持
ち
、
ま
た
蓮
照
寺
で
の
学
び
が
そ
こ
に
は
あ
っ

た
。
学
僧
密
雲
と
の
出
会
い
も
大
き
な
出
来
事
で
あ
る
。
学
林
で
講
義
を
す
る
ほ

ど
の
学
僧
に
直
接
教
え
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
覚
円
に
と
っ
て
貴
重
な
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時
間
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
三
つ
目
が
学
林
で
の
学
び
で
あ
る
。
全
国
か
ら
多
く

の
僧
侶
が
集
ま
り
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
学
林
は
覚
円
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
学
林
だ
け
で
な
く
、
京
と
い
う
都
市
空
間
も
間
違
え
な
く
刺
激

を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
三
つ
の
場
が
覚
円
の
学
び
の
場
で
あ
っ

た
こ
と
分
か
り
、
覚
円
の
学
問
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
識
語
と
整
理
し
て
新
た
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
は
蓮
照
寺
が
学
び
の

場
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
蓮
照
寺
か
ら
学
林
へ
の
階
梯
は
、
筑
前
に
お

け
る
僧
侶
の
修
学
に
つ
い
て
新
た
な
視
点
を
我
々
に
提
示
し
て
く
れ
て
い
る
だ
ろ

う
。
江
戸
時
代
後
期
の
筑
前
は
、
曇
龍
と
い
う
偉
大
な
学
僧
が
い
た
万
行
寺
を
中

心
に
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
蓮
照
寺
と
い
う
学
び
の
場
が
あ
っ
た
と
は
、
こ
の
覚

円
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
か
っ
た
。
今
後
は
蓮
照
寺
や
糸
島
地
区
の

寺
院
調
査
を
行
い
、
当
時
の
様
子
を
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
論
考
の
も
う
一
つ
の
狙
い
は
真
宗
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
典
籍
に
記
さ

れ
て
い
る
識
語
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
。
品
照
寺
覚
円
の
識
語
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
識
語
が
江
戸
時
代
後
期
の
真

宗
僧
侶
の
学
問
と
行
動
を
探
る
史
料
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、

典
籍
類
に
記
さ
れ
て
い
る
識
語
は
日
記
に
準
ず
る
史
料
と
し
て
の
側
面
が
あ
り
、

僧
侶
の
日
々
の
学
問
活
動
を
解
明
す
る
貴
重
な
史
料
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
ま

た
、
寺
伝
で
は
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
な
い
人
物
の
蔵
書
は
、
そ
の
書
物
に
記
さ
れ

て
い
る
識
語
に
よ
り
、
そ
の
人
物
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
寺
伝
を
補
完
す

る
史
料
と
し
て
の
価
値
も
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
識
語
の
重
要
性
が
改
め
て

認
識
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
識
語
も
研
究
す
る
こ
と
で
、
層
の
厚
い
真
宗
史
が
生

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

注（
1
）
住
職
で
あ
る
大
石
大
哲
氏
を
調
査
団
長
と
し
、
古
文
書
は
遠
藤
一
氏
、
奥
本
武

裕
氏
、
岡
村
喜
史
氏
、
典
籍
は
筆
者
、
書
画
・
美
術
工
芸
は
小
林
知
美
氏
、
田

鍋
隆
男
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
た
。

（
2
）
大
石
大
哲
編
『
品
照
寺
の
歩
み
』（
平
成
二
十
五
年
）、
大
石
大
哲
・
遠
藤
一
・

奥
本
武
裕
・
岡
村
喜
史
・
小
林
知
美
・
木
本
拓
哉
共
編
著
『
法
喜
山
品
照
寺
史

―
品
照
寺
文
書
を
読
み
解
く
』（
平
成
三
十
年
）

（
3
）
中
川
正
法
・
緒
方
知
美
・
遠
藤
一
編
『
九
州
真
宗
の
源
流
と
水
脈
』
筑
紫
女
学

園
大
学
・
短
期
大
学
部

人
間
文
化
研
究
所
叢
書
1
、
法
蔵
館
、
平
成
二
十
六

年
）、
松
尾
一
・
大
石
大
哲
・
岡
村
喜
史
・
奥
本
武
裕
・
金
龍
静
「
天
正
十
五
年

本
願
寺
教
如
九
州
下
向
の
基
礎
的
研
究

―
朝
倉
市
品
照
寺
文
書
を
中
心

に
―
」（『
久
留
米
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
二
十
七
巻
二
号
、
久
留
米
工
業

高
等
専
門
学
校
、
平
成
二
十
六
年
）、
西
国
真
宗
史
研
究
会
「
品
照
寺
所
蔵
『
出

入
覚
書
之
扣
』」（『
佛
教
史
研
究
』
五
十
五
号
、
龍
谷
大
学
仏
教
史
研
究
会
、
平

成
二
十
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
4
）
三
奈
木
に
関
し
て
は
以
下
を
参
考
に
し
た
。『
美
奈
冝
』（
美
奈
黌
郷
土
室
、
昭

和
七
年
〜
八
年
）、
古
賀
益
城
『
あ
さ
く
ら
物
語
』（
あ
さ
く
ら
物
語
刊
行
会
、

昭
和
三
八
年
）、『
朝
倉
郡
地
誌
』（
福
岡
県
立
図
書
館
、
平
成
十
八
年
）、
安
陪

光
正
『
村
の
く
ら
し

―
筑
前
三
奈
木
―
』（
平
成
二
十
一
年
）。

（
5
）
真
宗
と
出
版
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
浅
井
了
宗
「
本
願
寺
派
に
於
け
る
聖

教
出
版
の
問
題
」（『
龍
谷
史
壇
』
四
四
号
、
一
九
五
八
年
）、
佐
々
木
求
巳
『
真

九
一



宗
典
籍
刊
行
史
稿
』（
伝
久
寺
、
一
九
八
八
年
）、
引
野
亨
輔
『
近
世
宗
教
世
界

に
お
け
る
普
遍
と
特
殊
―
真
宗
信
仰
を
素
材
と
し
て
―
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
七

年
）、小
林
准
士「
三
業
惑
乱
と
京
都
本
屋
仲
間
」（『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』

九
号
、
二
〇
一
〇
年
）、
塩
谷
菊
美
『
語
ら
れ
た
親
鸞
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
二

年
）、
万
波
寿
子
『
近
世
仏
書
の
文
化
史

西
本
願
寺
教
団
の
出
版
メ
デ
ィ
ア
』

（
法
蔵
館
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
6
）
真
宗
僧
侶
の
集
書
活
動
に
関
し
て
は
引
野
亨
輔
「
近
世
真
宗
僧
侶
の
集
書
と
学

問
」（『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
三
号
、
二
〇
〇
七
年
）
が
あ
る
。
識
語
に

関
す
る
先
行
研
究
は
、
そ
の
多
く
が
写
本
の
伝
来
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
本
稿
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
と
は
違
っ
て
い
る
。
識
語
か
ら
所
蔵
者
の

動
向
を
考
察
し
た
も
の
と
し
て
、
大
沼
宜
規
「
旧
蔵
書
の
識
語
に
み
る
木
村
正

辞
―
書
物
を
め
ぐ
る
活
動
記
録
稿
―
」（『
東
洋
文
庫
書
報
』
四
〇
号
、
二
〇
〇

八
年
）
が
あ
る
。

（
7
）
大
同
に
つ
い
て
は
井
上
哲
雄
『
真
宗
本
派
学
僧
逸
伝
』（
永
田
文
昌
堂
、
昭
和
五

十
四
年
）
の
二
一
四
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
8
）
玄
雄
に
つ
い
て
も
井
上
氏
の
前
掲
書
の
九
二
・
九
三
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
9
）
曇
龍
に
つ
い
て
も
井
上
氏
の
前
掲
書
の
二
六
五
・
二
六
六
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
10
）
亀
井
南
冥
・
昭
陽
に
つ
い
て
は
荒
木
見
悟
『
亀
井
南
冥
・
亀
井
昭
陽
』（
業
書
日

本
の
思
想
家
二
十
七
、
明
徳
出
版
社
、
昭
和
六
十
三
年
）、
河
村
敬
一
『
亀
井
南

冥
小
伝
』（
花
乱
社
、
平
成
二
十
七
年
）
を
参
照
。

（
11
）
秋
月
と
亀
井
家
と
の
繋
が
り
は
原
古
処
が
有
名
で
あ
る
が
、
亀
門
の
四
天
王
と

呼
ば
れ
る
調
黄
溪
（
名
は
友
、
字
は
尚
甫
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
〜
嘉
永

四
年
（
一
八
五
二
））
も
秋
月
の
人
で
あ
る
。『
朝
倉
郷
土
人
物
誌
』（
福
岡
県
朝

倉
郡
教
育
会
、
大
正
十
五
年
）
に
よ
る
と
、
黄
溪
は
医
師
で
あ
る
星
野
陽
秋
の

子
で
あ
る
元
琳
の
養
子
で
、
十
六
歳
の
時
に
南
冥
の
門
に
入
っ
た
。
陽
秋
も
南

冥
の
弟
子
で
あ
る
（『
亀
井
南
冥
昭
陽
全
集
』（
第
八
巻
、
亀
井
南
冥
昭
陽
全
集

刊
行
会
、
一
九
八
〇
）「
亀
井
南
冥
書
簡
集
」に「
星
野
陽
秋
宛
」が
あ
る
）。『
人

物
誌
』
に
は
「
酔
古
先
生

霹
靂
先
生
を
始
め
南
冥
先
生

昭
陽
先
生
詩
文
集
、

仙
厓
文
集
等
の
筆
写
頗
る
豊
富
な
り
」
と
あ
る
。
文
脈
か
ら
酔
古
先
生
は
陽
秋

を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
酔
古
堂
は
黄
溪
に
関
わ
り
の
あ
る

と
こ
ろ
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
12
）
蓮
照
寺
に
つ
い
て
は
新
修
志
摩
町
史
編
集
委
員
会
編
『
新
修
志
摩
町
史
』（
平
成

二
一
年
）
に
よ
っ
た
。

（
13
）
識
語
「
于
時
文
化
第
四
卯
暦
初
夏
下
旬
二
十
有
四
日

久
家
浦
於
法
正
蘭
若
書

写
之

善
譲
」。

（
14
）
宝
雲
に
つ
い
て
も
井
上
氏
の
前
掲
書
の
二
七
八
・
二
七
九
・
二
八
〇
頁
を
参
考

に
し
た
。

（
15
）
龍
谷
大
学
三
百
五
十
年
史
編
集
委
員
会
編
『
龍
谷
大
学
三
百
五
十
年
史
』（
昭
和

六
十
二
年
〜
平
成
十
二
年
）
に
よ
る
。

（
16
）
学
林
に
つ
い
て
は
前
掲
書
に
よ
る
。

（
17
）
学
林
の
寮
に
つ
い
て
は
前
掲
書
に
よ
る
。

（
き
も
と

た
く
や：

人
間
文
化
研
究
所

客
員
研
究
員
）

九
二



○
識
語
に
よ
る
覚
円
の
足
跡

天
保
九
年

酔
古
堂
に
て
『
東
游
賦
』
を
書
写
す
る

十
一
年

四
月
二
十
七
日

南
溪
『
往
生
礼
讃
二
種
深
信
釈
』
を
書
写
す
る

七
月

甘
木
教
法
寺
に
て
行
わ
れ
た
『
御
絵
伝
記
』
の
講
釈
を
書
写
す
る

十
二
年

八
月
十
五
日

道
陰
説
『
御
文
章
第
一
帖
十
一
章
講
説
』
を
書
写
す
る

十
一
月

飯
原
金
照
寺
に
て
『
十
二
光
勧
考
』
を
書
写
す
る

十
二
月
一
日

飯
原
金
照
寺
か
ら
『
四
経
勧
化
略
記
』
を
借
り
る

十
二
月
十
日

稲
留
に
て
志
摩
郡
御
床
松
雲
寺
よ
り
『
阿
毘
達
磨
俱
舎
論
』『
俱
舎
論
頌
釈
疏
』
を
購
入
す
る

十
二
月
十
五
日

夜
、
稲
溪
寮
に
て
借
り
た
『
四
経
勧
化
略
記
』
を
書
写
す
る

十
二
月
十
八
日

稲
溪
に
て
松
雲
寺
よ
り
『
七
十
五
法
名
目
』
を
購
入
す
る

十
三
年

四
月
十
三
日

糸
島
稲
富
寮
に
て
『
本
典
筆
記
』
を
書
写
す
る

五
月
十
六
日

宝
雲
説
『
行
巻
私
記
』
を
書
写
す
る

五
月
二
十
三
日

密
雲
に
よ
る
『
文
類
聚
』
の
講
義
が
終
わ
り
、
講
義
録
を
記
す

七
月
十
二
日

稲
渓
に
て
『
選
択
本
願
念
仏
集
筆
記
』
を
書
写
す
る

十
四
年

六
月
十
一
日

学
林
連
階
北
に
て
『
二
巻
鈔
私
記
』
を
書
写
す
る

七
月
一
日

学
林
に
て
『
往
生
論
註
聞
書
』
を
書
写
す
る

十
二
月
九
日

密
雲
の
『
勝
宗
十
句
義
論
記
』
の
教
説
を
記
す

十
五
年

二
月
二
十
一
日

肥
後
浄
源
寺
か
ら
岸
辺
願
成
寺
弁
『
末
代
無
智
章
勧
録
』
を
借
り
、
書
写
す
る

五
月
一
日
〜
二
十
一
日

『
阿
毘
達
磨
論
聴
記
』
の
講
義
を
受
け
る

七
月
二
日

『
阿
毘
達
磨
俱
舎
論
』
の
講
義
を
受
け
る

八
月
一
日

『
往
生
論
註
筆
記
』
の
講
義
が
開

九
月
二
十
日

学
林
北
寮
に
て
『
入
出
二
門
偈
新
記
』
を
書
写
す
る

十
月
八
日

北
寮
に
て
『
七
祖
通
論
』
を
書
写
す
る

弘
化
元
年

十
二
月
三
日

学
林
参
事
寮
に
て
密
雲
に
よ
る
『
異
部
宗
論
述
記
』
の
講
義
が
開

、
受
講
す
る

二
年

二
月
十
九
日

『
異
部
宗
論
述
紀
筆
記
』
満
講

二
月
四
日
〜
十
九
日

惣
会
所
梅
之
間
に
て
宝
雲
の
『
諸
経
讃
聴
記
』
の
講
義
を
受
け
る

二
月
十
八
日

『
親
鸞
聖
人
御
旧
跡
廿
四
輩
巡
拝
記
』
を
入
手
す
る

二
月
三
十
日
〜
三
月
十
三
日

惣
会
所
に
て
『
信
文
類
三
一
問
答
記
』
の
講
義
を
受
け
、
講
義
録
を
記
す

三
月
二
十
五
日

近
江
国
高
嶋
勝
安
寺
に
て
教
学
関
係
の
書
物
を
書
写
す
る

十
二
月
九
日

『
正
信
念
仏
偈
私
記
』
を
書
写
す
る

三
年

九
月
二
十
二
日

「
領
解
文
」
を
書
写
す
る

十
二
月
十
九
日

『
阿
毘
達
磨
論
巻
第
八
』
の
講
義
を
受
け
、
そ
の
講
録
を
作
る

四
年

三
月
二
十
五
日

稲
留
寮
に
て
『
阿
毘
達
磨
俱
舎
論
要
録
』
を
書
写
す
る

嘉
永
元
年

四
月
三
日

杷
木
西
宗
寺
に
て
『
現
世
利
益
和
讃
考
』
を
書
写
す
る

六
月
二
十
二
日

『
往
生
要
集
』
の
講
義
が
開

し
、
講
義
録
を
記
す

二
年

閏
四
月
三
日

万
行
寺
に
て
玄
雄
に
よ
る
『
高
層
和
讃
曇
鸞
章
記
』
の
講
義
が
開
廷
し
、
講
義
録
を
記
す

三
年

二
月
十
九
日

弘
化
二
年
に
受
講
し
た
『
信
文
類
三
一
問
答
記
』
を
清
書
す
る

四
月
六
日

宝
雲
述
『
本
典
好
密
』
を
書
写
す
る

五
月
二
十
三
日

『
宗
教
一
隻
眼
』
を
書
写
す
る

安
政
五
年

五
月
十
二
日

『
兵
術
目
録
』
を
書
写
す
る

九
月

六
条
に
て
『
百
坐
因
縁
』
を
入
手
す
る

九 三



木

本

拓

哉

―
所
蔵
典
籍
の
識
語
を
通
し
て
―

品
照
寺
覚
円
の
学
問
の
足
跡
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